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船舶用青銅バルブに銅合金を使用し、
銅の需要促進に貢献

岸上バルブ株式会社 
代表取締役社長
岸上 好廣 氏

岸上バルブ株式会社 
専務取締役
岸上 勝信 氏

鋳造工場（自動鋳造プラント）

機械工場の全景

整然と並ぶCNC旋盤

出湯の様子

銅インゴット

ロボットで自動化 バルブには必須の水圧検査 素材チェック

バイブレーションで砂が落とされる

検品が終わった製品

　
バ
ル
ブ
は
さ
ま
ざ
ま
な
流
体
（
液
体
・
気
体
の
こ
と
）
の
流
量
を
調
整
す
る
た
め
に

開
閉
す
る
仕
組
み
を
も
つ
機
器
の
総
称
。
和
訳
し
て
「
弁
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
上
下
水

道
や
ガ
ス
配
管
、
油
圧
機
器
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

必
須
パ
ー
ツ
だ
。
用
途
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
で
製
作
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
青

銅
（
砲
金
）
は
、
極
め
て
耐
食
性
の
高
い
高
品
質
の
バ
ル
ブ
素
材
。
青
銅
バ
ル
ブ
は
、

広
範
な
用
途
に
適
用
で
き
る
バ
ル
ブ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
船
舶
用
青
銅
バ

ル
ブ
で
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
岸
上
バ
ル
ブ
の
工
場
を
訪
問
し
た
。

バルブの砂型鋳造の様子。砂型
にひとつずつ手作業で注湯する。
鋳物に「巣」を発生させないの
が職人技・技術となる。

創
業
97
年
！　
船
舶
用
青
銅
バ
ル
ブ
で

国
内
６
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
メ
ー
カ
ー

岸
上
バ
ル
ブ
株
式
会
社
は
、
創
業
97
年
の
業
歴

を
誇
る
舶
用
バ
ル
ブ
総
合
メ
ー
カ
ー
。
主
に
造
船

に
使
用
す
る
各
種
バ
ル
ブ
を
開
発
・
鋳
造
・
製
作
・

販
売
し
、
船
舶
用
青
銅
バ
ル
ブ
で
は
65
％
の
国
内

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
船
舶
用
以
外

に
も
原
子
力
、
水
力
、
火
力
発
電
所
や
、
保
安
庁
、

防
衛
省
用
の
バ
ル
ブ
等
も
製
造
し
て
い
る
。
年
間

の
銅
使
用
量
の
推
計
は
約
１
０
０
０
ト
ン
に
も
の

ぼ
る
。
同
社
の
歴
史
に
つ
い
て
、
岸
上
好
廣
代
表

取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
当
社
は
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）
創
業
で
、

Ｂ
Ｃ
製
バ
ル
ブ
コ
ッ
ク
の
製
造
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
」（
Ｂ
Ｃ
製
と
は
ブ
ロ
ン
ズ
キ
ャ
ス
ト
、

青
銅
鋳
物
の
こ
と
）「
昭
和
24
年
頃
（
１
９
４
９
年
）

か
ら
船
舶
用
の
青
銅
バ
ル
ブ
製
造
を
始
め
て
以
来
、

当
社
の
中
心
製
品
は
船
舶
用
バ
ル
ブ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）
に
こ
の
岡
山

工
場
が
完
成
し
、
開
発
・
製
作
・
販
売
ま
で
の
一

貫
大
量
生
産
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
こ

の
岡
山
工
場
を
中
心
に
本
社
・
八
尾
工
場
、
老
原

工
場
の
３
工
場
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

訪
問
し
た
岡
山
工
場
は
、
敷
地
面
積
と
し
て
は

約
６
０
０
０
坪
。
自
動
鋳
造
プ
ラ
ン
ト
、
機
械
加

工
ラ
イ
ン
、
分
析
・
検
査
場
な
ど
全
て
が
揃
っ
て

い
る
。
清
潔
な
工
場
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
さ
ま
ざ
ま

な
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
な
ど
が
あ
り
、
先
進
的
な
工
場
と

の
印
象
だ
。

砂
型
造
型
の
砂
は

自
動
鋳
造
プ
ラ
ン
ト
で
再
利
用

「
当
社
の
自
動
鋳
造
プ
ラ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
自
動
砂
型
造
形
機
で
作
ら
れ
た
砂
型
が
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。
５
０
０

キ
ロ
の
ガ
ス
溶
解
炉
が
２
機
あ
り
、
そ
こ
で
溶
解

さ
れ
た
溶
湯
を
注
湯
。
鋳
込
み
・
冷
却
さ
れ
ま
す
。

完
成
品
の
砂
型
は
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
自
動
的

に
砂
が
落
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
工
程
で
落
ち
た
砂

は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
運
ば
れ
て
再
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
砂
型
の
砂
は
捨
て
た
り
、
業

者
に
渡
し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
が
、
こ
の
岡
山

工
場
で
は
自
社
プ
ラ
ン
ト
を
構
築
し
、
再
造
形
し

て
、
砂
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
砂
の
粒
度

が
品
質
に
も
関
わ
る
の
で
、
１
ヶ
月
に
１
度
ほ
ど

砂
を
入
れ
替
え
ま
す
が
、
粒
度
分
布
表
な
ど
を
使
っ

て
調
整
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
」。
と
い
う
岸
上 

勝

信
専
務
取
締
役
の
説
明
。

造
型
→
鋳
込
み
→
冷
却
→
型
ば
ら
し
→
機
械
加

工
→
組
立
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
で
の
一
貫
し
た
鋳

造
が
で
き
る
自
動
工
場
で
あ
る
。
機
械
で
の
注
湯

作
業
や
完
成
し
た
鋳
物
の
収
集
・
運
搬
な
ど
、
一

部
の
人
力
で
は
あ
る
も
の
の
、
数
人
で
作
業
を
し

て
お
り
、
そ
の
工
程
は
省
人
化
さ
れ
て
い
た
。

「
ま
た
当
社
で
は
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
バ
ル
ブ
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
小
ロ
ッ

ト
や
一
点
も
の
な
ど
、
自
動
造
型
で
は
で
き
な
い

大
型
の
バ
ル
ブ
な
ど
は
、
手
込
め
造
型
と
な
り
ま

す
。
中
に
空
洞
が
あ
る
鋳
物
を
造
る
時
に
空
洞
に

あ
た
る
部
分
と
し
て
、
中な

か
ご子
と
呼
ば
れ
る
砂
型
を

は
め
込
み
ま
す
。
こ
れ
を
人
の
手
で
作
業
し
ま
す

が
、
ど
こ
に
湯
口
を
つ
け
る
な
ど
は
難
し
く
、
職

人
の
技
術
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
防
衛
省

で
採
用
い
た
だ
い
た
艦
船
用
の
バ
ル
ブ
な
ど
は
、

防
衛
省
規
格
Ｎ
Ｄ
Ｓ
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
材
質
を
変
え
て
軽
量
化
を
し
た
り
、
形

状
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
と
は
異
な
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
特
殊
な
バ
ル
ブ
に
も
対
応
で
き
る
の

も
当
社
の
強
み
で
す
。
最
終
工
程
と
な
る
検
査
も

材
料
分
析
、
引
張
試
験
、
流
水
検
知
、
水
圧
試
験

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

工
場
見
学
の
最
後
に
お
二
人
に
、
２
０
２
７
年

に
迎
え
る
創
業
１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
に
向
け

て
、
今
後
の
展
望
を
伺
っ
た
。

創
業
１
０
０
周
年
に
向
け
て
の
展
望

「
当
社
は
造
船
メ
イ
ン
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
す
。

バ
ル
ブ
と
い
う
鋳
物
だ
け
で
な
く
係
船
金
物
と

い
っ
た
、
他
の
造
船
関
係
の
も
の
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ

タ
ノ
ー
ル
や
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
と
い
っ
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
も
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
防
衛
省
や
海
上
保
安
庁
と
い
っ
た
公
共
機

関
や
原
子
力
・
火
力
発
電
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
バ
ル
ブ
を
採
用
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
弊
社

の
技
術
力
で
社
会
貢
献
も
担
っ
て
い
き
ま
す
」。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
命
題
の
現
在
、
造

船
業
も
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
目
標
と
な
っ
て
い

る
。
高
付
加
価
値
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
や
環
境
対
応
型
船

舶
の
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
日
本
造
船
業
の

復
活
の
兆
し
も
み
え
る
。
岸
上
バ
ル
ブ
の
語
っ
た

展
望
は
、
次
世
代
の
造
船
業
の
未
来
像
に
合
致
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
未
来
の
造
船
に
も
、
岸

上
バ
ル
ブ
は
存
在
し
続
け
る
だ
ろ
う
。




